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本研究では、難治性疾患である潰瘍性大腸炎と類似する DSS 誘発性ラット腸

炎モデルを用いて、直腸粘膜における TNF-αと iNOS mRNA が急性期の重症度、

CINC-1と IL-6が急性～慢性期のバイオマーカーとなりうることを明らかにした。

さらに Fluvastatin 投与により、これらサイトカインの発現抑制を介して腸炎の

軽減することを発見し、新規治療薬となる可能性を見出した。以上より本研究

は学位に値すると考えられた。 
 


